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群
島
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ら
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の
実
態
に
つ
い
て
―
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縄
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淳
は
じ
め
に
本
稿
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
か
ら
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
二
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
戦
時
引
揚
が
、
南
洋
群
島
在
住
の
女
性
や
子
供
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
戦
場
の
な
か
で
実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
戦
時
引
揚
の
特
質
の
一
端
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
八
日
に
日
本
は
マ
レ
ー
作
戦
を
実
施
し
、
そ
の
直
後
に
真
珠
湾
を
攻
撃
し
て
対
英
米
仏
蘭
に
宣
戦
を
布
告
し
た
。
日
本
軍
は
、
同
月
中
に
グ
ァ
ム
島
や
香
港
を
占
領
し
、
翌
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
前
半
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
蘭
領
東
イ
ン
ド
な
ど
を
占
領
下
に
置
い
た
。
し
か
し
、
同
年
六
月
に
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
で
日
本
海
軍
が
敗
北
し
、
翌
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
二
月
に
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
で
日
本
軍
は
敗
退
し
た
。
そ
の
後
、
米
軍
が
制
海
権
を
掌
握
し
つ
つ
あ
り
、
日
本
の
海
上
交
通
の
確
保
も
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
三
〇
日
の
御
前
会
議
で
は
、い
わ
ゆ
る
「
絶
対
国
防
圏
」
が
策
定
さ
れ
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
や
パ
ラ
オ
諸
島
な
ど
は
「
絶
対
国
防
圏
」
内
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
が
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
な
ど
は
「
絶
対
国
防
圏
」
の
外
に
置
か
れ
た
（
1
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
拡
大
し
た
近
代
日
本
の
支
配
地
域
は
、
日
本
軍
に
と
っ
て
の
戦
局
の
悪
化
に
よ
っ
て
縮
小
さ
れ
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
四
月
一
四
日
に
「
南
洋
群
島
戦
時
非
常
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
て
、
南
洋
群
島
に
「
戦
時
非
常
体
制
」
が
構
築
さ
れ
た
（
2
）
。
か
か
る
戦
争
指
導
と
政
策
過
程
の
結
果
、「
戦
時
非
常
体
制
」
下
の
南
洋
群
島
で
は
、
男
性
は
防
衛
戦
力
と
し
て
南
洋
群
島
に
残
留
さ
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
食
糧
増
産
や
国
防
資
源
の
開
発
に
従
事
す
る
者
を
除
い
た
南
洋
群
島
在
住
の
女
性
の
な
か
に
は
、
戦
時
引
揚
の
命
令
・
指
示
に
応
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、「
戦
時
非
常
体
制
」
の
確
立
に
伴
う
戦
時
引
揚
の
実
施
は
基
本
的
に
性
別
役
割
分
業
体
制
の
再
構
築
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
ま
で
の
「
近
代
家
族
」
と
性
別
役
割
分
業
体
制
と
の
親
和
性
を
崩
壊
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
南
洋
群
島
在
住
の
家
族
の
な
か
に
は
統
治
権
力
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
家
族
も
あ
っ
た
。
戦
時
引
揚
対
象
者
の
女
性
や
子
供
、
高
齢
者
は
、
太
平
洋
地
域
が
戦
場
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
戦
時
引
揚
船
が
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
心
を
抱
き
つ
つ
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
頃
か
ら
翌
年
一
二
月
ま
で
の
間
に
、
日
本
本
土
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
戦
時
中
に
日
本
本
土
を
経
由
し
て
沖
縄
に
帰
還
し
て
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
者
や
、
日
本
軍
に
と
っ
て
の
戦
局
の
悪
化
に
よ
っ
て
経
由
地
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
な
ど
で
敗
戦
を
迎
え
て
沖
縄
に
引
き
揚
げ
る
者
も
い
た
。
他
方
、
南
洋
群
島
を
出
港
し
た
引
一
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
揚
船
の
な
か
に
は
、
米
軍
に
よ
っ
て
撃
沈
さ
れ
た
船
舶
も
あ
り
、
そ
の
途
中
で
死
亡
す
る
者
も
い
た
。
日
本
本
土
に
上
陸
し
た
戦
時
引
揚
者
は
一
六
、三
八
六
人
で
あ
っ
た
（
3
）
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
台
湾
に
上
陸
し
た
人
数
は
現
在
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
本
土
に
向
け
て
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
た
が
、
必
ず
し
も
目
的
地
に
到
着
で
き
た
わ
け
で
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
戦
時
引
揚
に
関
す
る
従
来
の
研
究
で
は
、
南
洋
移
民
の
「
戦
争
体
験
（
4
）
」
や
、
沖
縄
よ
り
植
民
地
へ
の
渡
航
か
ら
戦
後
引
揚
ま
で
の
過
程
（
5
）
、
戦
時
引
揚
と
戦
後
引
揚
と
の
連
続
性
（
6
）
、
戦
時
引
揚
と
性
別
役
割
分
業
体
制
と
の
関
係
性
（
7
）
と
い
っ
た
四
つ
の
枠
組
み
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
の
特
質
は
論
じ
尽
く
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
戦
時
引
揚
者
の
証
言
に
依
拠
し
て
戦
時
引
揚
の
実
態
を
分
析
す
る
こ
と
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
引
揚
援
護
に
関
す
る
刊
行
物
（
8
）
で
は
、
戦
時
引
揚
は
戦
後
引
揚
の
前
史
と
し
て
連
続
線
上
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
植
民
地
南
洋
群
島
か
ら
日
本
本
土
な
ど
へ
の
人
口
還
流
と
い
う
点
に
重
点
を
置
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
戦
時
引
揚
と
い
う
用
語
が
定
着
・
固
定
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
筆
者
に
異
論
が
あ
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
た
だ
、
同
時
代
の
公
文
書
で
は
、「
疎
開
」
あ
る
い
は
「
内
地
引
揚
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
（
9
）
、
戦
時
引
揚
者
も
、
そ
の
体
験
を
「
疎
開
」
な
い
し
は
「
引
揚
」
と
い
う
言
葉
で
証
言
し
て
い
る
）
10
（
。
そ
も
そ
も
「
疎
開
」
は
戦
災
を
さ
け
る
た
め
に
都
市
部
か
ら
農
村
部
に
移
動
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
戦
時
引
揚
の
実
施
は
、
南
洋
群
島
が
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
と
の
予
想
が
あ
る
な
か
で
、
南
洋
群
島
で
の
戦
災
を
避
け
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
既
に
安
仁
屋
政
昭
が
「
一
般
住
民
の
安
全
を
は
か
る
の
が
第
一
義
で
は
な
く
、
作
戦
の
足
手
ま
と
い
を
排
除
し
、
食
糧
を
確
保
す
る
と
い
う
の
が
主
目
的
で
あ
っ
た
）
11
（
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
女
性
や
子
供
な
ど
が
戦
争
の
足
手
ま
と
い
に
な
る
こ
と
や
食
糧
問
題
を
理
由
に
統
治
権
力
の
判
断
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
後
引
揚
は
、
敗
戦
後
の
国
際
秩
序
の
構
築
に
基
づ
く
占
領
軍
の
意
図
な
ど
に
よ
っ
て
、
日
本
の
植
民
地
や
占
領
地
か
ら
日
本
本
土
な
ど
に
民
間
人
が
還
流
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
敢
え
て
議
論
を
単
純
化
す
れ
ば
、
戦
後
に
お
い
て
満
洲
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
引
揚
）
12
（
は
、
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
と
同
様
に
、
植
民
地
在
留
者
が
生
命
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
本
土
や
沖
縄
へ
移
動
し
た
出
来
事
で
あ
る
が
、
戦
後
に
南
洋
群
島
か
ら
の
引
揚
者
は
、
米
軍
の
影
響
下
に
あ
っ
た
地
域
・
海
域
を
経
て
日
本
本
土
や
沖
縄
に
移
動
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
う
え
、
戦
時
引
揚
の
対
象
者
が
主
に
女
性
や
子
供
、
高
齢
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
時
引
揚
に
応
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
々
の
家
族
は
分
断
さ
れ
た
）
13
（
が
、
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
後
引
揚
で
は
、
現
地
住
民
と
結
婚
し
た
も
の
は
残
留
可
能
で
あ
っ
た
も
の
の
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
戦
争
で
生
き
残
っ
た
全
住
民
が
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
と
戦
後
引
揚
に
は
共
通
性
と
相
違
性
が
あ
る
が
、
両
者
を
連
続
線
上
に
捉
え
す
ぎ
る
あ
ま
り
、
両
者
の
共
通
性
が
重
視
さ
れ
、
戦
時
引
揚
そ
の
も
の
の
特
質
が
埋
没
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
前
提
と
対
応
し
て
、
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
た
空
間
が
、
戦
場
と
な
っ
た
海
域
で
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
、
戦
時
引
揚
の
特
質
の
一
端
を
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
場
と
な
っ
た
地
域
で
の
体
験
も
、
空
爆
を
受
け
た
地
域
で
の
体
験
も
、
総
力
戦
体
制
下
で
の
「
銃
後
の
守
り
」
の
体
験
な
ど
も
均
し
く
戦
争
体
験
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
確
か
に
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
時
期
は
、
近
代
日
本
が
各
地
域
で
武
力
行
使
を
し
た
時
代
で
あ
り
、
一
五
年
戦
争
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
こ
の
時
代
の
経
験
二
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
を
均
し
く
戦
争
体
験
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
ず
に
敢
え
て
議
論
を
単
純
化
し
て
論
ず
れ
ば
、
地
上
で
の
攻
防
戦
で
あ
れ
、
空
爆
で
あ
れ
、
海
域
で
の
攻
撃
で
あ
れ
、
実
際
の
戦
闘
地
域
や
空
爆
を
受
け
た
地
域
に
お
け
る
体
験
は
、
結
果
的
に
、
戦
場
と
な
ら
ず
、
か
つ
空
爆
を
受
け
な
か
っ
た
地
域
で
の
「
戦
争
体
験
」
と
は
異
質
の
体
験
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
日
本
本
土
な
ど
へ
の
爆
撃
が
可
能
と
な
っ
た
時
期
と
、
そ
れ
以
前
の
体
験
は
、
本
質
的
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
ら
れ
る
。
な
お
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
か
れ
る
の
で
、
敢
え
て
明
言
し
て
お
け
ば
、
筆
者
は
体
験
の
軽
重
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
決
し
て
な
い
。「
銃
後
の
守
り
」
の
体
験
で
あ
ろ
う
と
、
戦
闘
区
域
で
の
体
験
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
は
、
体
験
者
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
な
か
で
も
、
戦
闘
地
域
の
な
か
で
は
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
る
と
い
う
極
限
状
態
が
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
戦
場
特
有
の
状
況
で
あ
っ
た
と
い
い
た
い
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
民
間
人
が
遭
遇
し
た
戦
場
）
14
（
は
、
地
上
戦
の
あ
っ
た
場
所
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
時
引
揚
の
実
施
に
お
い
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
交
戦
国
の
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
海
域
や
地
域
を
も
含
む
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
南
洋
群
島
在
住
者
で
、
戦
場
を
体
験
し
た
人
々
は
、
南
洋
群
島
で
の
地
上
戦
を
経
験
し
た
人
々
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
時
引
揚
に
応
じ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
人
々
を
も
包
含
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
、
戦
時
引
揚
と
い
う
出
来
事
は
主
に
五
つ
の
要
素
に
区
分
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
第
一
に
戦
時
引
揚
に
応
じ
た
人
々
と
残
留
し
た
人
々
の
心
情
、
第
二
に
南
洋
群
島
か
ら
日
本
本
土
に
向
け
た
出
港
・
航
海
時
に
お
け
る
戦
時
引
揚
の
実
態
、
第
三
に
日
本
本
土
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
で
敗
戦
を
迎
え
た
際
の
様
相
、
第
四
に
戦
前
に
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
後
に
沖
縄
戦
に
巻
き
込
ま
れ
た
実
態
、
第
五
に
敗
戦
後
に
日
本
本
土
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
か
ら
沖
縄
に
引
き
揚
げ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
以
上
の
五
つ
の
要
素
は
、
戦
時
引
揚
と
い
う
出
来
事
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
戦
時
引
揚
の
特
質
を
総
体
的
に
捉
え
直
す
た
め
に
は
、
各
要
素
の
実
態
分
析
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
初
め
て
総
体
的
な
議
論
が
可
能
と
な
り
、
戦
時
引
揚
の
特
質
に
つ
い
て
再
検
討
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
か
つ
て
筆
者
は
、
性
別
役
割
分
業
体
制
と
い
う
観
点
か
ら
、
戦
時
引
揚
に
応
じ
る
ま
で
の
経
緯
に
お
け
る
戦
時
引
揚
者
と
残
留
者
、
そ
の
家
族
の
心
情
に
着
目
し
て
論
述
し
、
ま
た
、
日
本
本
土
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
に
上
陸
し
た
後
に
お
け
る
戦
時
引
揚
者
の
生
活
形
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
）
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（
。
第
四
・
第
五
の
実
態
分
析
は
今
後
の
自
ら
の
課
題
に
す
る
こ
と
に
し
て
、
本
稿
の
課
題
は
、
南
洋
群
島
在
住
の
女
性
や
子
供
の
戦
場
体
験
と
い
う
観
点
か
ら
、
船
舶
の
出
港
・
航
海
時
や
戦
時
引
揚
船
が
撃
沈
さ
れ
た
際
の
戦
時
引
揚
者
な
ど
の
心
情
に
着
目
し
つ
つ
、
戦
時
引
揚
の
特
質
の
一
端
を
捉
え
直
す
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
戦
争
体
験
や
移
民
体
験
は
、
沖
縄
県
内
の
自
治
体
史
に
掲
載
さ
れ
、
分
析
に
堪
え
ら
れ
る
だ
け
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
検
証
可
能
な
状
態
に
あ
る
、
沖
縄
県
内
の
自
治
体
史
掲
載
の
女
性
や
子
供
の
証
言
を
精
査
す
る
）
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（
。
第
一
節　
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
戦
時
引
揚
は
、
太
平
洋
地
域
が
米
軍
と
日
本
軍
と
の
主
戦
場
で
あ
り
、
米
軍
が
制
海
権
を
掌
握
し
つ
つ
あ
る
状
況
下
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
後
述
の
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
船
が
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
撃
沈
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
戦
時
引
揚
者
の
な
か
に
は
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
日
本
本
土
や
フ
ィ
リ
ピ
三
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
【
表
１
】
戦
時
引
揚
船
の
状
況
船
舶
名
到
着
人
員
居
住
地
別
人
員
到
着
日
到
着
港
備
考
乗
船
合
計
疎
開
地
人
員
男
性
女
性
大
小
計
大
小
計
1
秋
葉
山
丸
7
0
7
0
サ
イ
パ
ン
3
9
2
2
4
2
6
7
6
1
3
1
9
4
3
（
昭
和
1
8
）
年
1
2
月
2
1
日
横
浜
ポ
ナ
ペ
3
1
1
6
3
1
9
8
4
1
2
2
筥
崎
丸
5
7
4
5
7
4
ト
ラ
ッ
ク
3
7
0
8
0
9
0
1
7
0
1
1
8
8
2
2
0
0
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
月
2
1
日
横
浜
ク
サ
イ
1
0
9
5
3
6
4
1
4
3
2
5
6
8
ヤ
ル
ー
ト
8
1
6
4
6
7
0
8
3
1
1
ポ
ナ
ペ
1
4
6
4
1
0
3
1
4
3
海
光
丸
1
1
1
1
1
1
サ
イ
パ
ン
1
1
1
3
5
1
7
5
2
3
6
2
3
5
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
月
2
6
日
横
浜
4
良
洋
丸
日
蘭
丸
日
昌
丸
但
馬
丸
4
2
8
1
4
8
2
ポ
ナ
ペ
ト
ラ
ッ
ク
ク
サ
イ
島
8
7
3
7
3
2
8
0
3
5
3
2
7
7
2
4
3
5
2
0
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
6
日
横
浜
5
9
4
ト
ラ
ッ
ク
4
6
0
8
6
1
2
0
2
0
6
1
2
3
1
3
1
2
5
4
4
5
2
ク
サ
イ
1
4
9
3
4
4
2
7
6
3
1
4
2
7
3
8
5
松
江
丸
5
7
1
5
8
7
ポ
ナ
ペ
5
0
3
4
4
1
6
1
2
0
5
1
6
4
1
3
4
2
9
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
1
9
日
横
浜
サ
イ
パ
ン
6
8
2
1
1
1
3
2
2
3
1
3
3
6
第
三
吉
田
丸
1
6
不
詳
1
6
6
2
8
6
2
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
1
9
日
横
須
賀
6
浅
香
丸
5
6
9
5
6
9
ト
ラ
ッ
ク
5
2
8
5
1
1
5
3
2
0
4
1
9
1
1
3
3
3
2
4
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
2
5
日
横
浜
サ
イ
パ
ン
4
1
1
4
9
2
3
9
9
1
8
7
日
美
丸
4
7
3
4
7
3
ト
ラ
ッ
ク
3
6
6
4
8
9
9
1
4
7
1
1
9
1
0
0
2
1
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
2
8
日
横
浜
ヤ
ル
ー
ト
1
0
7
2
2
6
2
8
3
9
4
0
7
9
8
さ
ん
と
す
丸
3
1
7
4
9
0
サ
イ
パ
ン
3
1
7
6
0
1
1
3
1
7
3
1
7
0
1
4
7
3
1
7
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
1
1
日
横
浜
東
山
丸
1
7
3
サ
イ
パ
ン
1
7
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
1
1
日
芝
浦
9
淡
路
丸
1
4
1
1
4
1
ヤ
ル
ー
ト
1
3
9
8
5
5
9
0
4
4
5
4
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
1
日
横
浜
ポ
ナ
ペ
2
2
2
1
0
射
水
丸
2
7
9
2
7
9
テ
ニ
ア
ン
2
7
9
2
3
8
2
1
0
5
9
6
7
8
1
7
4
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
4
日
横
浜
1
1
第
1
1
稲
菊
丸
2
1
9
サ
イ
パ
ン
テ
ニ
ア
ン
8
0
7
1
5
2
2
3
5
2
3
5
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
5
日
横
浜
第
1
成
田
丸
テ
ニ
ア
ン
1
3
9
7
3
8
4
5
4
9
4
5
9
4
第
3
源
栄
丸
和
浦
丸
7
8
6
7
8
6
ト
ラ
ッ
ク
2
7
4
6
2
4
0
1
0
2
1
3
4
3
8
1
7
2
ポ
ナ
ペ
3
7
3
4
1
9
6
1
3
7
1
3
2
1
0
4
2
3
6
テ
ニ
ア
ン
1
3
9
1
0
4
0
5
0
4
8
4
1
8
9
1
2
寿
山
丸
4
7
1
5
0
7
ト
ラ
ッ
ク
4
7
1
6
6
1
2
0
1
8
6
1
5
4
1
3
1
2
8
5
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
6
日
横
浜
◯
◯
丸
3
6
ポ
ナ
ペ
7
1
1
2
3
2
5
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
5
日
横
須
賀
パ
ラ
オ
2
9
5
8
1
3
1
1
5
1
6
1
3
黄
浦
丸
5
7
2
5
7
2
パ
ラ
オ
2
1
3
4
2
4
8
9
0
7
2
5
1
1
2
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
6
日
神
戸
ト
ラ
ッ
ク
1
8
2
3
8
4
1
7
9
6
0
4
3
1
0
3
ポ
ナ
ペ
1
4
6
1
6
3
8
5
4
5
0
4
2
9
2
ヤ
ル
ー
ト
3
1
2
8
1
0
1
2
9
2
1
四
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
1
4
大
天
丸
1
8
4
9
4
6
サ
イ
パ
ン
3
1
6
4
3
7
9
1
2
2
1
2
0
7
6
1
9
6
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
1
日
横
浜
筑
後
丸
1
3
3
辰
春
丸
1
日
美
丸
1
9
8
テ
ニ
ア
ン
4
3
9
3
0
1
2
9
1
5
9
1
5
4
1
2
6
2
8
0
但
馬
丸
2
4
1
玉
鉾
丸
1
8
9
グ
ア
ム
1
8
9
6
6
6
7
2
6
9
4
8
1
1
7
1
5
南
嶺
丸
6
0
2
6
0
2
パ
ラ
オ
6
0
2
4
4
1
6
9
2
1
3
2
0
4
1
8
5
3
8
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
4
日
神
戸
1
6
大
阪
丸
4
1
2
4
1
2
パ
ラ
オ
4
1
2
5
8
1
0
2
1
6
0
1
6
9
8
3
2
5
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
5
日
神
戸
1
7
慶
洋
丸
1
6
2
1
6
2
サ
イ
パ
ン
1
6
2
1
4
4
1
5
5
6
6
4
1
1
0
7
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
5
日
横
浜
1
8
豊
川
丸
3
0
9
3
7
3
ト
ラ
ッ
ク
3
6
9
2
6
0
8
2
6
8
9
0
1
1
1
0
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
9
日
横
浜
対
馬
丸
6
4
ヤ
ル
ー
ト
4
1
1
3
3
1
9
明
隆
丸
1
5
6
1
9
3
サ
イ
パ
ン
1
4
5
3
1
4
1
7
2
5
3
2
0
7
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
1
1
日
横
浜
龍
田
川
丸
3
7
ロ
タ
4
8
7
1
1
1
8
1
6
1
4
3
0
横
浜
2
0
さ
ん
と
す
丸
1
2
6
2
0
9
ト
ラ
ッ
ク
8
7
7
4
3
7
7
9
1
1
0
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
1
2
日
横
浜
サ
イ
パ
ン
1
1
5
1
9
2
5
4
4
4
4
2
7
7
1
浅
香
丸
8
3
ロ
タ
3
1
1
2
1
1
テ
ニ
ア
ン
4
1
1
2
1
1
2
2
1
真
洋
丸
1
5
1
1
5
1
パ
ラ
オ
1
5
1
2
4
3
6
6
0
4
7
4
4
9
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
1
7
日
神
戸
2
2
ま
か
つ
さ
る
丸
2
3
0
2
3
0
サ
イ
パ
ン
1
1
7
2
8
3
1
5
9
3
5
2
3
5
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
2
3
日
横
浜
テ
ニ
ア
ン
1
1
3
1
8
2
9
4
7
3
9
2
7
6
6
2
3
布
哇
丸
4
7
5
4
7
5
パ
ラ
オ
4
7
5
2
6
1
3
0
1
5
6
1
5
6
1
5
3
3
0
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
2
3
日
神
戸
神
戸
上
陸
4
4
5
名
門
司
上
陸
2
0
名
宇
品
・
高
雄
上
陸
者
有
（
人
数
不
明
）
2
4
山
陽
丸
1
7
7
1
7
7
テ
ニ
ア
ン
1
0
3
1
9
2
6
4
5
2
9
2
9
5
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
2
7
日
横
浜
サ
イ
パ
ン
4
4
9
8
1
7
1
9
8
2
7
ロ
タ
3
0
6
6
1
5
9
2
4
2
5
東
山
丸
2
1
6
5
4
6
パ
ラ
オ
2
1
6
1
4
6
4
7
8
8
2
5
6
1
3
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
5
日
横
浜
淡
路
丸
1
5
0
ロ
タ
1
5
0
9
4
4
5
3
5
4
4
3
9
7
安
房
丸
8
7
サ
イ
パ
ン
8
7
1
9
1
7
3
6
2
9
2
2
5
1
神
洋
丸
6
2
ト
ラ
ッ
ク
9
3
9
2
9
2
1
9
3
昭
瑞
丸
3
1
2
6
ハ
ン
ブ
ル
グ
丸
6
2
4
6
2
4
ヤ
ッ
プ
6
2
4
6
4
1
9
7
2
6
1
1
8
6
1
7
7
3
6
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
1
4
日
横
浜
2
7
第
2
3
振
興
丸
5
9
6
9
パ
ラ
オ
5
9
1
0
2
2
3
2
1
8
9
2
7
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
1
5
日
築
地
第
3
恭
海
丸
1
0
サ
イ
パ
ン
1
0
1
1
2
6
2
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
1
5
日
築
地
2
8
明
隆
丸
1
8
1
7
0
0
サ
イ
パ
ン
3
5
1
5
5
1
0
5
1
6
0
1
1
0
8
1
1
9
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
2
5
日
横
浜
備
後
丸
1
7
0
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
2
5
日
横
浜
祥
山
丸
3
4
3
テ
ニ
ア
ン
3
4
3
4
1
1
0
6
1
4
7
1
1
4
8
2
1
9
6
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
2
5
日
横
浜
南
光
丸
6
パ
ラ
オ
6
6
6
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
2
4
日
横
浜
2
9
筥
崎
丸
3
9
6
8
3
7
パ
ラ
オ
3
8
6
4
4
8
9
1
3
3
1
5
0
1
0
3
2
5
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
3
0
日
横
浜
ヤ
ッ
プ
5
5
2
1
1
1
3
2
1
8
5
2
3
浅
香
丸
4
4
1
サ
イ
パ
ン
3
3
1
5
3
8
8
1
4
1
1
0
6
8
4
1
9
0
ロ
タ
6
5
3
1
7
2
0
2
2
2
3
4
5
3
0
八
洲
号
1
5
1
5
パ
ラ
オ
1
4
2
3
5
4
5
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
1
日
磯
子
飛
行
場
飛
行
機
（
到
着
後
横
浜
へ
）
サ
イ
パ
ン
1
1
1
五
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
3
1
高
砂
丸
5
1
3
5
1
3
パ
ラ
オ
5
1
3
5
3
1
1
2
1
6
5
2
2
1
1
2
7
3
4
8
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
2
日
呉
3
2
仁
山
丸
4
6
6
7
0
6
パ
ラ
オ
4
6
6
3
9
1
2
4
1
6
3
1
7
3
1
3
0
3
0
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
8
日
横
浜
営
口
丸
8
9
サ
イ
パ
ン
5
0
1
8
5
2
3
1
9
8
2
7
第
8
運
洋
丸
1
0
8
ロ
タ
9
1
6
3
1
3
7
3
0
2
4
5
4
海
光
丸
3
7
テ
ニ
ア
ン
9
8
2
5
2
3
4
8
3
2
1
8
5
0
旭
号
6
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
4
日
磯
子
飛
行
場
飛
行
機
3
3
吉
野
丸
1
2
0
1
2
0
パ
ラ
オ
1
2
0
2
5
2
2
4
7
3
5
1
8
7
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
1
6
日
門
司
3
4
日
秀
丸
1
7
9
1
7
9
パ
ラ
オ
1
7
9
4
1
2
6
6
7
5
9
3
3
1
1
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
2
6
日
神
戸
次
外
1
振
興
丸
5
3
0
パ
ラ
オ
5
2
5
1
2
6
1
3
4
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
8
日
芝
浦
和
歌
山
県
勝
浦
寄
港
第
1
1
源
栄
丸
2
5
パ
ラ
オ
2
5
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
8
日
芝
浦
宮
崎
県
油
津
に
寄
港
次
外
2
天
応
丸
6
6
名
サ
イ
パ
ン
6
2
2
3
1
4
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
9
日
呉
次
外
3
朝
日
山
丸
1
2
1
2
名
パ
ラ
オ
1
2
3
3
6
3
3
6
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
4
日
[門
司
ヵ
]
到
着
港
不
詳
3
5
能
登
丸
4
4
名
サ
イ
パ
ン
4
2
2
1
1
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
7
月
4
日
横
浜
次
外
4
◯
◯
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
1
5
日
磯
子
飛
行
場
飛
行
機
次
外
5
錦
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
1
日
磯
子
飛
行
場
飛
行
機
次
外
6
第
6
南
興
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
1
9
日
三
崎
次
外
7
◯
◯
丸
3
3
名
パ
ラ
オ
3
3
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
1
8
日
横
須
賀
3
6
第
3
運
栄
丸
1
1
1
2
0
7
名
パ
ラ
オ
1
1
1
2
7
2
1
4
9
3
9
2
3
6
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
日
横
浜
横
須
賀
に
て
◯
◯
丸
に
乗
換
9
6
ヤ
ッ
プ
9
6
1
0
2
5
3
5
3
7
2
4
6
1
3
7
筥
崎
丸
3
5
1
4
0
3
名
パ
ラ
オ
3
5
1
1
7
1
7
2
1
8
4
9
5
2
7
9
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
1
2
日
神
戸
3
7
ヤ
ッ
プ
3
7
7
7
1
7
1
3
3
0
1
5
ト
ラ
ッ
ク
1
5
1
5
1
5
3
8
清
河
丸
1
3
1
3
名
ト
ラ
ッ
ク
1
3
1
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
9
日
大
阪
次
外
8
◯
◯
丸
2
2
名
ト
ラ
ッ
ク
2
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
1
日
横
須
賀
次
外
9
御
蔵
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
6
日
横
須
賀
次
外
1
0
護
国
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
4
日
門
司
次
外
1
1
第
2
1
南
興
丸
4
4
名
パ
ラ
オ
4
1
1
1
2
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
4
日
千
葉
県
勝
浦
次
外
1
2
い
ろ
丸
3
6
名
パ
ラ
オ
3
1
1
1
2
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
1
3
日
築
地
3
ヤ
ッ
プ
3
1
1
2
1
1
次
外
1
3
第
6
南
興
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
1
9
日
三
崎
次
外
1
4
護
国
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
4
日
門
司
次
外
1
5
秋
津
丸
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
6
日
磯
子
飛
行
場
次
外
1
6
淡
路
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
1
日
磯
子
飛
行
場
次
外
1
7
夕
風
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
0
日
磯
子
飛
行
場
朝
日
山
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
4
日
門
司
次
外
1
8
第
2
南
興
丸
4
4
名
パ
ラ
オ
4
3
3
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
4
日
和
歌
山
県
勝
浦
秋
津
号
5
5
名
パ
ラ
オ
5
5
5
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
3
日
磯
子
飛
行
場
紀
伊
号
2
2
名
パ
ラ
オ
2
2
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
7
日
磯
子
飛
行
場
第
3
吉
田
丸
2
2
名
サ
イ
パ
ン
2
1
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
1
9
日
横
須
賀
淡
路
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
1
日
磯
子
飛
行
場
天
応
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
5
日
横
須
賀
次
外
1
9
高
砂
丸
2
2
名
パ
ラ
オ
2
1
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
3
日
呉
秋
津
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
4
日
磯
子
飛
行
場
六
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
◯
◯
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
2
0
日
磯
子
飛
行
場
第
3
金
栄
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
日
横
浜
浅
間
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
6
日
長
崎
大
天
丸
1
1
名
テ
ニ
ア
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
2
9
日
横
浜
錦
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
3
0
日
磯
子
飛
行
場
次
外
2
0
旭
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
4
日
磯
子
飛
行
場
第
8
運
洋
丸
2
2
名
ト
ラ
ッ
ク
2
2
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
8
日
横
浜
天
応
丸
2
2
名
ト
ラ
ッ
ク
2
1
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
9
月
1
6
日
呉
3
9
香
具
丸
2
9
7
2
9
7
名
パ
ラ
オ
2
9
7
5
1
8
9
1
4
0
1
0
8
4
9
1
5
7
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
9
月
3
0
日
門
司
4
0
讃
岐
丸
3
3
名
パ
ラ
オ
3
3
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
1
月
3
日
大
阪
◯
◯
号
1
1
名
サ
イ
パ
ン
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
2
3
日
磯
子
飛
行
場
◯
◯
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
2
日
横
須
賀
秋
津
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
8
月
1
9
日
磯
子
飛
行
場
次
外
2
1
天
応
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
9
月
1
3
日
佐
世
保
高
砂
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
0
月
8
日
呉
◯
◯
丸
1
2
名
パ
ラ
オ
1
2
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
0
月
1
1
日
佐
世
保
1
ヤ
ッ
プ
1
第
3
岩
手
丸
5
5
名
パ
ラ
オ
5
2
2
1
2
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
0
月
2
8
日
横
浜
◯
◯
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
1
7
日
磯
子
飛
行
場
黄
浦
丸
2
2
名
ト
ラ
ッ
ク
2
1
1
2
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
2
6
日
神
戸
◯
◯
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
4
月
1
9
日
磯
子
飛
行
場
天
応
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
6
日
横
須
賀
次
外
2
2
夕
風
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
6
月
8
日
磯
子
飛
行
場
天
応
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
9
月
1
3
日
佐
世
保
◯
◯
丸
1
1
名
ポ
ナ
ペ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
1
月
2
日
横
須
賀
讃
岐
丸
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
1
月
4
日
大
阪
◯
◯
丸
1
1
名
ト
ラ
ッ
ク
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
1
月
5
日
横
須
賀
鞍
馬
号
1
1
名
パ
ラ
オ
1
1
1
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
2
月
2
日
羽
田
飛
行
場
4
1
聖
川
丸
4
2
3
5
名
ヤ
ッ
プ
4
1
1
1
2
3
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
1
2
月
1
8
日
神
戸
2
3
1
パ
ラ
オ
2
3
1
1
5
6
4
7
9
9
3
7
4
1
6
7
1
6
3
8
6
名
2
,6
7
3
4
,0
9
3
6
,7
3
0
5
,6
0
5
4
,0
4
1
9
,6
4
6
※
本
表
は
「
南
洋
群
島
在
住
民
疎
開
者
接
収
事
務
報
告
書
そ
の
他
［
複
写
資
料
］
」
（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）
を
基
に
作
成
し
た
。
七
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
ン
・
台
湾
に
上
陸
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
台
湾
へ
の
戦
時
引
揚
船
に
関
す
る
統
計
資
料
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
が
、
南
洋
群
島
か
ら
日
本
本
土
へ
の
戦
時
引
揚
船
は
【
表
１
】
で
示
し
た
通
り
で
あ
る
。
最
初
の
戦
時
引
揚
船
は
、
ポ
ナ
ペ
・
サ
イ
パ
ン
を
出
港
し
て
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
二
一
日
に
横
浜
に
到
着
し
た
秋
葉
山
丸
で
あ
る
。
最
後
の
戦
時
引
揚
船
は
、
ヤ
ッ
プ
・
パ
ラ
オ
を
出
港
し
て
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
一
二
月
一
八
日
に
神
戸
に
到
着
し
た
聖
川
丸
で
あ
る
。
こ
の
間
、
延
べ
船
舶
一
〇
三
隻
と
航
空
機
二
〇
機
で
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
た
。
飛
行
機
に
よ
る
戦
時
引
揚
者
は
四
四
人
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
公
的
機
関
の
関
係
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
他
方
、
一
六
、三
四
二
人
は
船
舶
に
よ
る
戦
時
引
揚
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、【
表
２
】
の
よ
う
に
、
引
揚
船
の
な
か
に
は
米
軍
に
よ
っ
て
撃
沈
さ
れ
た
船
舶
も
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
戦
時
引
揚
船
に
お
け
る
緊
張
状
態
に
着
目
し
な
が
ら
、
戦
時
引
揚
の
実
態
を
み
て
み
よ
う
。
ヤ
ッ
プ
や
ク
サ
イ
、
テ
ニ
ア
ン
在
住
の
戦
時
引
揚
者
は
、
サ
イ
パ
ン
経
由
で
日
本
本
土
に
引
き
揚
げ
た
。
ヤ
ッ
プ
在
住
の
山
内
キ
ヨ
に
よ
れ
ば
、「
船
は
ヤ
ッ
プ
を
出
て
、
サ
イ
パ
ン
に
向
か
い
、
サ
イ
パ
ン
の
港
に
一
週
間
ぐ
ら
い
い
て
、
そ
こ
か
ら
横
浜
に
向
か
っ
た
）
17
（
」
と
い
う
。
ま
た
、
ク
サ
イ
島
在
住
で
当
時
一
二
、三
歳
で
あ
っ
た
池
原
松
助
は
、「
船
は
小
学
校
の
近
く
の
港
を
出
て
、
ポ
ナ
ペ
や
テ
ニ
ア
ン
に
も
寄
っ
て
、
最
終
的
に
は
サ
イ
パ
ン
か
ら
出
発
し
ま
し
た
）
18
（
」
と
証
言
し
て
い
る
。
テ
ニ
ア
ン
在
住
の
徳
村
光
子
は
、「
昭
和
十
九
年
テ
ニ
ア
ン
島
に
も
と
う
と
う
疎
開
の
勧
告
が
出
さ
れ
、
私
達
は
サ
イ
パ
ン
島
に
渡
っ
て
、
そ
こ
か
ら
出
発
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
）
19
（
」
と
証
言
す
る
。
さ
ら
に
「
テ
ニ
ア
ン
か
ら
サ
イ
パ
ン
ま
で
は
山
原
船
み
た
い
な
船
で
渡
っ
た
。
船
の
地
下
に
入
っ
て
外
は
見
え
な
い
変
な
船
だ
っ
た
）
20
（
」
と
の
証
言
や
、「
昭
和
十
九
年
三
月
に
テ
ニ
ア
ン
か
ら
ポ
ン
ポ
ン
舟
に
乗
っ
て
サ
イ
パ
ン
に
渡
り
、
一
週
間
ぐ
ら
い
海
の
よ
う
す
を
見
な
が
ら
船
待
ち
を
し
た
）
21
（
」
と
の
証
言
、「
テ
ニ
ア
ン
を
出
て
サ
イ
パ
ン
に
何
十
日
か
滞
在
し
て
、
サ
イ
パ
ン
の
人
も
合
流
し
て
引
き
揚
げ
ま
し
た
）
22
（
」
と
の
証
言
が
あ
る
。
以
上
の
証
言
か
ら
、
ヤ
ッ
プ
や
ク
サ
イ
、
テ
ニ
ア
ン
か
ら
の
引
揚
者
は
一
旦
サ
イ
パ
ン
に
上
陸
し
た
こ
と
が
判
る
。
太
平
洋
地
域
が
主
戦
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
時
引
揚
船
の
出
港
日
時
は
海
の
情
勢
判
断
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
先
の
証
言
の
よ
う
に
、
引
揚
船
が
出
港
す
る
ま
で
サ
イ
パ
ン
で
長
ら
く
待
た
さ
れ
た
人
々
も
い
た
。
金
城
ハ
ル
ヨ
は
「
船
は
サ
イ
パ
ン
で
長
い
こ
と
出
港
延
期
に
な
っ
て
い
た
）
23
（
」
と
証
言
す
る
。
ま
た
、
上
江
洲
ト
ヨ
は
「
サ
イ
パ
ン
か
ら
船
が
出
る
ま
で
収
容
所
に
長
ら
く
待
機
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
時
代
は
船
は
す
ぐ
に
出
な
く
て
、
母
艦
の
回
り
を
囲
ん
で
し
か
出
な
か
っ
た
も
ん
だ
か
ら
）
24
（
」
と
い
う
。
さ
ら
に
、
照
屋
秀
は
テ
ニ
ア
ン
か
ら
サ
イ
パ
ン
に
移
動
し
た
が
、「
や
っ
と
木
造
船
で
疎
開
が
決
〔
マ
マ
〕り
船
に
乗
っ
た
の
は
一
週
間
後
位
だ
っ
た
か
）
25
（
」
と
述
べ
る
。
他
方
、
戦
時
引
揚
の
指
示
に
応
じ
た
そ
の
日
に
引
揚
船
が
出
港
し
た
事
例
も
あ
る
。
仲
本
キ
ク
エ
は
「
サ
イ
パ
ン
は
危
な
い
か
ら
早
く
引
き
揚
げ
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
い
た
か
ら
、
私
は
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
二
十
四
日
に
、
サ
イ
パ
ン
支
庁
に
引
き
揚
げ
の
申
し
込
み
に
行
っ
て
、
そ
の
日
の
晩
に
は
船
に
乗
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。
京
子
と
貞
男
の
二
人
の
子
ど
も
を
連
れ
て
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
）
26
（
」
と
述
べ
る
。
な
お
、
こ
の
証
言
は
戦
時
引
揚
が
申
込
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
の
内
容
で
あ
り
、
ま
た
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
三
月
一
日
付
で
北
部
支
庁
テ
ニ
ア
ン
出
張
所
長
が
発
し
た
「
人
口
疎
開
ニ
関
ス
ル
件
」
に
お
い
て
も
申
込
方
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
戦
時
引
揚
が
申
込
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
仲
本
キ
八
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
【
表
2
】
米
軍
に
撃
沈
さ
れ
た
南
洋
群
島
か
ら
の
引
揚
船
船
舶
名
出
港
地
出
港
日
撃
沈
場
所
撃
沈
日
死
者
数
生
存
者
数
撃
沈
の
要
因
出
典
波
上
丸
サ
イ
パ
ン
ラ
バ
ウ
ル
近
海
1
9
4
3
(昭
和
1
8
)年
1
0
月
7
日
不
明
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
』
日
鉱
丸
ト
ラ
ッ
ク
島
東
笠
原
島
沖
1
9
4
3
(昭
和
1
8
)年
1
1
月
1
日
3
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
近
江
丸
ク
サ
イ
ポ
ナ
ペ
島
南
東
海
上
1
9
4
3
(昭
和
1
8
)年
1
2
月
2
7
日
1
2
4
名
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
』
総
洋
丸
ポ
ナ
ペ
島
東
カ
ロ
リ
ン
群
島
方
面
海
上
1
9
4
3
(昭
和
1
8
)年
1
2
月
7
日
7
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
赤
城
丸
ト
ラ
ッ
ク
島
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
2
月
1
7
日
ト
ラ
ッ
ク
島
沖
合
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
2
月
1
7
日
5
1
1
名
5
3
名
ア
メ
リ
カ
飛
行
機
の
爆
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
夕
映
丸
ト
ラ
ッ
ク
島
ト
ラ
ッ
ク
島
沖
合
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
2
月
1
7
日
2
名
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
』
ア
メ
リ
カ
丸
サ
イ
パ
ン
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
3
月
4
日
マ
リ
ア
ナ
群
島
ウ
ラ
カ
ス
島
沖
合
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
3
月
6
日
4
9
4
名
3
名
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
』
三
池
丸
パ
ラ
オ
パ
ラ
オ
島
北
方
の
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
4
月
2
6
日
7
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
青
森
丸
サ
イ
パ
ン
サ
イ
パ
ン
・
本
土
間
の
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
4
月
4
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
美
山
丸
パ
ラ
オ
パ
ラ
オ
島
北
方
の
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
5
月
1
4
日
2
7
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
パ
ラ
オ
西
カ
ロ
リ
ン
群
島
方
面
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
5
月
1
5
日
7
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
千
代
丸
サ
イ
パ
ン
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
3
1
日
内
地
近
海
洋
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
2
日
9
7
名
4
6
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
白
山
丸
サ
イ
パ
ン
1
9
4
4
（
昭
和
1
9
）
年
5
月
3
1
日
内
地
近
海
洋
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
2
日
2
7
8
名
9
9
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
籠
田
川
丸
ト
ラ
ッ
ク
東
カ
ロ
リ
ン
群
島
方
面
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
1
2
日
2
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
泰
南
丸
ポ
ナ
ペ
島
九
州
沖
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
2
4
日
1
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
神
島
丸
ロ
タ
西
カ
ロ
リ
ン
方
面
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
1
1
日
5
4
名
ア
メ
リ
カ
飛
行
機
の
爆
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
バ
タ
ビ
ア
丸
サ
イ
パ
ン
西
カ
ロ
リ
ン
群
島
方
面
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
1
2
日
1
8
名
ア
メ
リ
カ
飛
行
機
の
爆
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
門
司
丸
サ
イ
パ
ン
西
カ
ロ
リ
ン
群
島
、
サ
イ
パ
ン
島
北
方
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
6
月
1
5
日
5
名
ア
メ
リ
カ
機
動
部
隊
と
交
戦
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
大
栄
丸
ヤ
ッ
プ
島
パ
ラ
オ
・
ヤ
ッ
プ
間
洋
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
7
月
3
日
4
3
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
砲
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
ブ
ラ
ジ
ル
丸
サ
イ
パ
ン
西
カ
ロ
リ
ン
群
島
方
面
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
7
月
5
日
1
名
ア
メ
リ
カ
飛
行
機
の
爆
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
朝
日
丸
パ
ラ
オ
パ
ラ
オ
諸
島
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
8
月
1
2
日
不
明
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
』
広
順
丸
パ
ラ
オ
西
カ
ロ
リ
ン
群
島
方
面
海
上
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
8
月
1
2
日
1
5
名
1
2
名
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
広
善
丸
テ
ニ
ア
ン
小
笠
原
沖
1
9
4
4
(昭
和
1
9
)年
1
2
月
不
明
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
』
※
財
団
法
人
南
洋
群
島
協
会
「
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
」
（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
複
製
版
）
と
沖
縄
県
生
活
福
祉
部
援
護
課
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み
　
―
沖
縄
戦
終
結
5
0
周
年
記
念
』
（
1
9
9
6
年
、
1
5
3
頁
～
1
5
4
頁
）
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
九
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
ク
エ
が
「
早
く
引
き
揚
げ
な
さ
い
と
い
わ
れ
て
い
た
」
と
証
言
す
る
よ
う
に
、
女
性
や
子
供
が
南
洋
群
島
か
ら
の
引
揚
を
申
し
込
ま
ざ
る
を
え
な
い
社
会
的
状
況
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
）
27
（
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
戦
時
引
揚
船
が
出
港
す
る
日
時
は
戦
時
引
揚
者
に
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
志
慶
真
元
仁
は
、
先
述
の
よ
う
に
サ
イ
パ
ン
上
陸
後
に
し
ば
ら
く
待
機
さ
せ
ら
れ
た
が
、「
出
航
す
る
の
は
秘
密
で
す
の
で
、
サ
イ
パ
ン
で
す
ぐ
明
日
出
ま
す
よ
と
い
う
こ
と
で
出
た
）
28
（
」
と
述
べ
る
。
ま
た
「
帰
っ
て
く
る
と
き
、
ど
ん
な
船
か
も
聞
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
秘
密
で
全
然
教
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ス
パ
イ
関
係
で
で
す
）
29
（
」
と
の
証
言
も
あ
る
。
ス
パ
イ
が
現
実
に
存
在
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、「
ス
パ
イ
」
を
想
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
互
監
視
が
強
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
ス
パ
イ
」
の
関
係
で
出
港
日
時
が
秘
密
に
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
太
平
洋
地
域
が
日
本
軍
と
米
軍
の
戦
闘
区
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戦
時
引
揚
船
の
出
港
は
海
上
の
状
況
判
断
に
基
づ
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
時
で
あ
れ
ば
、
天
候
や
船
舶
の
運
航
状
況
に
よ
っ
て
定
期
船
の
出
港
が
遅
延
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
戦
時
に
お
い
て
は
、
そ
れ
以
外
の
こ
と
と
し
て
戦
局
の
進
展
が
出
港
日
時
と
関
係
し
て
お
り
、
戦
時
引
揚
の
実
施
が
日
本
軍
に
と
っ
て
の
戦
局
の
悪
化
と
対
応
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ゆ
え
に
、
戦
時
引
揚
船
の
出
港
日
時
な
ど
は
確
定
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
出
港
日
時
が
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
戦
時
引
揚
船
は
、
当
初
護
衛
艦
と
と
も
に
船
団
を
組
ん
で
出
港
し
た
。
志
慶
真
元
仁
は
「
船
に
は
沖
縄
の
人
が
い
っ
ぱ
い
し
て
い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
二
四
隻
の
船
団
で
、
両
方
を
駆
逐
艦
と
護
衛
艦
が
守
る
よ
う
に
し
て
引
き
揚
げ
た
）
30
（
」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
テ
ニ
ア
ン
在
住
の
上
江
洲
松
子
は
「
引
き
揚
げ
る
と
き
に
は
、
船
は
サ
イ
パ
ン
か
ら
出
る
ん
で
す
。
私
た
ち
が
引
き
揚
げ
た
と
き
に
は
十
二
隻
の
船
で
し
た
。
そ
ば
か
ら
潜
水
艦
が
護
衛
に
つ
い
て
、
上
か
ら
は
飛
行
機
で
護
衛
が
つ
い
て
い
ま
し
た
）
31
（
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幸
地
ヤ
ス
は
「
そ
の
こ
ろ
は
海
は
危
険
だ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
は
団
体
で
客
船
四
隻
に
乗
っ
て
、
九
隻
の
駆
逐
艦
が
護
衛
し
な
が
ら
三
列
に
並
ん
で
船
団
を
組
ん
で
引
き
揚
げ
た
。
私
た
ち
は
三
列
の
真
ん
中
だ
っ
た
）
32
（
」
と
証
言
し
て
い
る
。
パ
ラ
オ
か
ら
日
本
本
土
に
引
き
揚
げ
た
喜
友
名
（
花
城
）
ト
ヨ
は
、「
パ
ラ
オ
か
ら
一
二
隻
の
船
団
を
組
み
、
軍
艦
が
護
衛
し
て
の
航
海
で
し
た
）
33
（
」
と
証
言
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
護
衛
艦
や
潜
水
艦
、
引
揚
船
と
い
っ
た
船
団
で
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
戦
時
引
揚
に
あ
た
っ
て
船
団
が
組
ま
れ
た
の
は
海
上
に
お
い
て
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
平
時
と
は
異
な
る
船
団
の
様
相
を
目
の
当
た
り
に
し
た
戦
時
引
揚
者
の
緊
張
感
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
船
団
が
組
ま
れ
て
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
て
も
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
船
舶
も
あ
り
、
海
域
が
戦
場
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
安
全
な
場
所
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
日
本
軍
に
と
っ
て
の
戦
局
の
悪
化
に
よ
っ
て
船
舶
が
欠
乏
し
て
い
く
な
か
で
、
戦
時
引
揚
に
充
て
ら
れ
る
船
舶
の
確
保
が
難
し
く
な
る
と
、
漁
船
や
木
造
船
が
引
揚
船
に
あ
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ニ
ア
ン
在
住
の
照
屋
秀
が
サ
イ
パ
ン
で
乗
っ
た
「
木
造
の
疎
開
船
は
神
戸
ま
で
は
日
数
は
か
か
っ
た
が
無
事
着
い
た
）
34
（
」
と
の
証
言
が
あ
る
。
ま
た
、
徳
村
光
子
は
「
潜
水
艦
か
ら
逃
れ
る
最
も
安
全
な
策
と
し
て
、
石
漁
港
所
属
の
徴
用
の
小
さ
な
マ
グ
ロ
船
（
た
し
か
七
十
八
㌧
く
ら
い
の
汽
帆
船
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
）
に
乗
船
が
き
ま
り
ま
し
た
。
非
戦
闘
員
二
十
八
名
く
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
五
歳
以
下
の
幼
児
が
五
、
六
名
い
ま
し
た
。
私
は
小
学
校
五
年
の
親
類
の
娘
と
長
男
三
歳
、
次
男
生
後
七
ヵ
一
〇
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
月
の
幼
児
連
れ
の
四
名
で
し
た
。
両
手
に
持
て
る
だ
け
の
最
小
限
度
の
手
荷
物
し
か
許
さ
れ
ず
、
一
週
間
分
の
ミ
ル
ク
（
次
男
の
た
め
に
）
と
お
し
め
、
子
ど
も
の
着
替
え
少
々
、
水
一
升
ビ
ン
三
本
と
で
娘
と
私
の
両
手
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
抵
抗
力
の
弱
い
子
ど
も
を
連
れ
、
常
夏
の
島
か
ら
真
冬
に
向
か
っ
て
の
荒
海
の
航
海
は
た
と
え
よ
う
の
な
い
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
す
べ
て
を
神
様
に
お
ま
か
せ
し
て
あ
り
っ
た
け
の
勇
気
を
出
し
て
乗
船
致
し
ま
し
た
）
35
（
」
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
証
言
か
ら
、
マ
グ
ロ
漁
船
が
引
揚
船
に
あ
て
ら
れ
、
最
低
限
度
の
手
荷
物
で
引
き
揚
げ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
「
た
と
え
よ
う
の
な
い
不
安
」
や
「
あ
り
っ
た
け
の
勇
気
」と
の
文
言
か
ら
も
、戦
時
引
揚
に
対
す
る
緊
張
感
も
看
取
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
は
、
当
初
船
団
で
の
引
揚
で
あ
っ
た
が
、
日
本
軍
に
と
っ
て
の
戦
局
の
悪
化
に
伴
う
船
舶
の
欠
乏
に
よ
っ
て
、
漁
船
や
木
造
船
が
戦
時
引
揚
船
に
あ
て
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
戦
時
引
揚
に
充
て
ら
れ
た
船
団
・
船
舶
の
様
相
は
、
平
時
の
定
期
船
便
の
様
子
と
異
な
っ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
戦
時
引
揚
者
の
な
か
に
も
緊
張
状
態
が
醸
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
南
洋
群
島
を
出
港
し
た
後
の
戦
時
引
揚
船
内
の
様
相
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
ヤ
ッ
プ
島
在
住
の
山
内
キ
ヨ
は
、
サ
イ
パ
ン
を
経
由
し
て
日
本
本
土
に
向
か
う
航
行
の
様
子
に
つ
い
て
「
航
行
中
は
長
男
と
二
男
に
は
救
命
胴
衣
を
着
せ
、
下
の
子
は
ず
っ
と
抱
い
て
い
た
。
船
の
周
り
に
は
数
隻
の
護
衛
船
が
つ
い
て
い
た
。
ま
た
空
か
ら
も
飛
行
機
が
ず
っ
と
見
張
り
を
し
て
い
た
。
洋
上
で
突
然
、
乗
客
は
甲
板
に
上
げ
ら
れ
、
連
合
艦
隊
の
山
本
五
十
六
大
将
が
亡
く
な
っ
た
の
で
、
黙
と
う
を
捧
げ
る
よ
う
言
わ
れ
た
。
そ
の
時
の
光
景
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
私
た
ち
の
船
は
、
敵
の
潜
水
艦
に
あ
い
引
き
返
し
た
り
し
た
の
で
、
普
通
な
ら
二
晩
か
三
晩
で
行
け
る
と
こ
ろ
を
、
２
週
間
ぐ
ら
い
か
か
っ
て
横
浜
に
着
い
た
）
36
（
」
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
証
言
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
航
行
中
に
戦
時
引
揚
者
は
生
命
の
危
険
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
ま
さ
に
戦
場
と
い
う
極
限
状
態
の
な
か
で
、
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ラ
オ
か
ら
日
本
本
土
に
引
き
揚
げ
た
喜
友
名
（
花
城
）
ト
ヨ
は
「
途
中
、「
敵
の
潜
水
艦
が
向
か
っ
て
い
る
の
で
、
甲
板
に
集
合
す
る
よ
う
に
」
と
い
う
指
示
が
出
た
と
き
は
、
弘
子
を
背
負
い
、
片
方
の
手
で
道
子
の
手
を
引
き
、
も
う
片
方
の
手
に
荷
物
を
抱
え
て
、
船
底
か
ら
甲
板
に
駆
け
上
が
り
ま
し
た
が
、
怖
く
て
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
）
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（
」
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
の
証
言
か
ら
、
平
時
で
あ
れ
ば
乗
っ
て
い
る
船
舶
が
攻
撃
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
け
れ
ど
も
、
戦
時
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
を
感
じ
な
が
ら
乗
船
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
海
域
も
戦
場
と
な
り
、
米
軍
が
制
海
権
を
確
保
し
つ
つ
あ
る
状
況
下
で
、
戦
時
引
揚
船
舶
は
米
軍
の
攻
撃
を
避
け
な
が
ら
航
行
し
、
戦
時
引
揚
者
が
米
軍
の
攻
撃
に
対
す
る
恐
怖
心
を
抱
い
て
生
命
の
危
険
を
感
じ
る
と
い
う
緊
張
状
態
が
看
取
で
き
る
。
つ
ま
り
、
戦
時
引
揚
の
形
態
は
、
戦
場
と
な
っ
た
海
域
の
な
か
で
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
つ
つ
移
動
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
二
節　
米
軍
に
よ
る
引
揚
船
の
撃
沈
前
節
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
者
は
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
日
本
本
土
な
ど
に
移
動
し
た
。
戦
時
引
揚
船
の
な
か
に
は
、【
表
２
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
米
軍
に
撃
沈
さ
れ
た
船
舶
も
あ
っ
た
。
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
内
で
、
米
軍
に
撃
沈
さ
れ
た
戦
時
引
揚
船
は
二
三
隻
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
洋
群
島
を
一
一
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
出
港
し
た
一
二
六
隻
の
う
ち
、
約
一
八
・
二
五
％
に
相
当
す
る
。
海
歿
者
数
は
現
在
確
認
で
き
る
範
囲
内
で
、
一
、七
〇
〇
人
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
戦
時
引
揚
は
生
命
の
保
証
が
な
い
ま
ま
で
実
施
さ
れ
た
。
以
下
で
は
、
妻
子
が
乗
っ
て
い
た
戦
時
引
揚
船
赤
城
丸
が
撃
沈
さ
れ
る
様
相
を
目
の
当
た
り
に
し
た
男
性
の
証
言
と
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
美
山
丸
と
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
丸
に
乗
っ
て
い
た
女
性
の
証
言
に
基
づ
い
て
、
戦
時
引
揚
船
が
撃
沈
さ
れ
た
際
の
様
相
に
つ
い
て
明
確
に
す
る
。
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
一
七
日
に
米
軍
は
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
を
空
爆
し
た
。
こ
の
時
に
戦
時
引
揚
船
の
赤
城
丸
と
夕
映
丸
は
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
か
ら
出
港
す
る
際
に
米
軍
に
撃
沈
さ
れ
た
。【
表
２
】
で
示
し
た
よ
う
に
、
赤
城
丸
で
の
死
亡
者
は
五
一
一
名
で
、
生
存
者
は
五
三
名
で
あ
っ
た
。
妻
子
が
乗
っ
た
赤
城
丸
撃
沈
の
様
子
に
つ
い
て
、
城
間
松
助
は
「
妻
と
子
供
た
ち
を
疎
開
さ
せ
る
た
め
に
、
船
に
乗
せ
ま
し
た
。
乗
船
し
た
そ
の
日
は
出
発
せ
ず
に
、
遠
く
沖
の
方
に
停
泊
し
て
い
ま
し
た
。
翌
日
の
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
二
月
十
七
日
に
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
へ
の
大
空
襲
が
あ
り
、
そ
の
空
襲
で
、
妻
や
子
供
た
ち
の
乗
っ
た
船
も
攻
撃
さ
れ
、
妻
と
子
供
た
ち
は
死
に
ま
し
た
。
乗
船
し
た
そ
の
日
に
出
て
い
た
ら
、
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
に
と
思
い
ま
し
た
）
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（
」
と
述
べ
る
。
こ
の
証
言
か
ら
、
妻
子
が
乗
船
し
た
そ
の
日
に
な
ぜ
出
港
し
な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
生
と
死
と
の
境
界
線
が
何
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
命
題
が
心
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
内
原
勇
助
は
次
の
よ
う
に
証
言
す
る
）
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。
一
九
四
四
年
（
昭
和
十
九
）
二
月
十
六
日
の
夕
刻
、
私
は
家
内
と
三
人
の
子
供
を
赤
城
丸
に
乗
船
さ
せ
た
。
男
は
島
に
残
さ
れ
、
女
性
と
子
供
と
老
人
だ
け
が
強
制
的
に
引
き
揚
げ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
十
七
日
午
前
七
時
頃
、
突
然
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
私
は
胸
騒
ぎ
が
し
て
島
の
先
ま
で
駆
け
つ
け
て
み
る
と
、
赤
城
丸
は
ア
ン
カ
ー
を
揚
げ
て
出
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
指
令
艦
が
先
頭
に
な
り
、
赤
城
丸
を
真
中
に
し
て
巡
洋
艦
や
駆
逐
艦
が
護
衛
し
て
い
た
。
安
心
し
て
帰
宅
す
る
と
同
時
に
、
米
軍
の
偵
察
機
が
一
機
飛
び
去
っ
て
行
く
の
を
見
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
物
凄
い
数
の
飛
行
機
が
襲
来
し
て
、
船
団
を
め
が
け
て
爆
弾
を
落
と
し
始
め
た
。
最
初
は
う
ま
く
攻
撃
を
か
わ
し
な
が
ら
艦
砲
や
機
関
銃
で
応
戦
し
て
い
た
が
、
米
軍
機
が
ど
ん
ど
ん
飛
ん
で
来
て
攻
撃
を
加
え
る
の
で
、
赤
城
丸
も
軍
艦
も
た
だ
右
往
左
往
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
私
は
、
赤
城
丸
か
ら
一
キ
ロ
と
離
れ
て
い
な
い
丘
の
大
き
な
パ
ン
の
木
の
下
で
、
泣
き
な
が
ら
そ
の
光
景
を
見
て
い
た
。
赤
城
丸
は
一
日
中
米
軍
機
動
部
隊
の
攻
撃
を
受
け
、
ト
ラ
ッ
ク
島
の
東
北
側
の
水
道
を
出
て
間
も
な
く
撃
沈
さ
れ
た
。
護
衛
艦
が
住
民
を
救
助
し
よ
う
と
し
た
が
、
そ
の
護
衛
艦
も
も
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
約
五
〇
人
ぐ
ら
い
の
人
々
が
救
命
ボ
ー
ト
で
タ
マ
ン
桟
橋
に
た
ど
り
つ
い
た
が
、
そ
の
う
ち
の
二
〇
人
ぐ
ら
い
は
病
院
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
生
き
残
っ
た
の
は
約
三
〇
人
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
阿
波
連
出
身
の
犠
牲
者
は
三
〇
人
を
越
え
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
と
子
供
た
ち
で
あ
っ
た
。
私
も
臨
月
の
妻
と
三
人
の
子
供
ら
を
一
度
に
失
っ
た
。
私
が
買
っ
た
引
揚
船
の
切
符
は
四
便
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
く
に
住
ん
で
い
た
知
人
が
、「
四
便
は
船
も
古
い
し
、
縁
起
も
悪
い
の
で
五
便
に
し
た
ほ
う
が
い
い
」
と
い
う
の
で
変
更
し
た
。
そ
の
五
便
が
赤
城
丸
で
あ
っ
た
。
四
便
に
乗
船
し
て
お
れ
ば
助
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
悔
ん
だ
が
、
も
は
や
ど
う
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。
一
二
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
こ
の
証
言
か
ら
、
戦
時
引
揚
船
の
赤
城
丸
は
、
妻
子
が
乗
っ
た
日
に
は
出
港
せ
ず
、
そ
の
翌
日
の
空
爆
で
米
軍
に
撃
沈
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
妻
子
が
戦
場
の
犠
牲
に
な
る
様
相
を
、
為
す
術
も
な
く
、
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
証
言
が
採
集
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
も
、
当
初
第
四
便
の
引
揚
船
を
予
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
を
第
五
便
に
変
更
し
て
乗
船
し
た
が
ゆ
え
に
妻
子
が
犠
牲
に
な
っ
て
し
ま
い
、
生
と
死
と
の
境
界
線
が
何
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
難
し
い
命
題
が
心
の
中
に
残
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
は
戦
場
と
い
う
極
限
状
態
の
な
か
で
実
施
さ
れ
た
引
揚
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
オ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か
う
途
中
で
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
戦
時
引
揚
船
が
あ
っ
た
。
美
山
丸
は
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
五
月
一
四
日
に
撃
沈
さ
れ
、
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
丸
は
翌
一
五
日
に
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
。
撃
沈
の
場
所
は
、
マ
リ
ア
ナ
近
海
で
あ
っ
た
と
の
説
）
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（
も
あ
る
が
、
南
洋
群
島
協
会
編
『
南
洋
群
島
海
難
者
名
簿
』
や
、
津
波
古
貞
子
）
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（
と
山
里
千
賀
子
）
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（
と
い
っ
た
二
人
の
証
言
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
パ
ラ
オ
近
海
で
あ
っ
た
。
両
者
の
証
言
を
み
て
み
よ
う
。
海
軍
運
輸
部
事
務
所
の
用
務
員
で
あ
っ
た
津
波
古
は
「
五
月
、
疎
開
命
令
が
下
さ
れ
、
そ
の
旨
職
場
の
上
司
に
お
話
し
、
退
職
願
い
を
申
し
出
た
ら
上
司
も
快
く
承
諾
し
て
く
れ
た
」
の
で
あ
り
、「
そ
の
際
、
船
舶
事
情
に
詳
し
い
上
司
は
、
船
舶
輸
送
は
危
険
を
伴
っ
て
い
る
の
で
、
船
足
の
遅
い
美
山
丸
に
は
乗
る
な
な
ど
の
気
配
り
ま
で
し
て
い
た
だ
き
本
当
に
有
難
か
っ
た
」
と
証
言
す
る
。
し
か
し
、
津
波
古
が
実
際
に
乗
船
し
た
の
は
美
山
丸
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
引
揚
船
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
美
山
丸
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
は
、
同
年
五
月
一
三
日
に
パ
ラ
オ
を
出
港
し
た
。
津
波
古
は
「
疎
開
船
の
輸
送
は
、
赤
十
字
船
や
、
貨
物
船
な
ど
で
行
わ
れ
、
貨
物
船
に
は
、
護
衛
船
と
し
て
住
民
か
ら
徴
用
さ
れ
た
漁
船
が
当
て
ら
れ
て
」
お
り
、「
日
本
郵
船
の
美
山
丸
と
南
洋
海
運
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
の
二
隻
に
、
疎
開
者
数
百
人
を
分
乗
さ
せ
、
護
衛
船
を
伴
っ
て
夕
暮
れ
、
パ
ラ
オ
島
を
出
港
し
台
湾
へ
と
向
か
っ
た
」
と
証
言
す
る
。
山
里
は
「
昭
和
十
九
年
五
月
十
二
日
の
午
後
、
私
た
ち
母
娘
五
人
は
美
山
丸
（
四
、六
六
七
ト
ン
）
に
乗
り
、
翌
十
三
日
に
パ
ラ
オ
港
を
出
港
し
た
。
行
く
先
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
で
あ
っ
た
。
美
山
丸
は
海
軍
の
徴
用
船
で
十
九
年
の
三
月
に
竣
工
し
た
新
造
船
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、「
戦
局
悪
化
の
た
め
、
沖
縄
へ
向
か
う
に
は
と
て
も
無
理
で
あ
っ
た
。
僚
船
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
と
と
も
に
三
隻
の
駆
潜
艇
に
護
衛
さ
れ
て
出
港
し
た
。
敵
の
潜
水
艦
が
う
よ
う
よ
す
る
中
を
、
魚
雷
を
何
度
も
か
わ
し
な
が
ら
の
航
行
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
な
か
で
、
赤
十
字
船
や
貨
物
船
、
美
山
丸
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
が
一
つ
の
船
団
と
な
っ
て
出
港
し
た
の
で
あ
る
。
戦
時
引
揚
船
内
部
で
の
緊
張
状
態
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
津
波
古
は
、「
私
達
家
族
が
乗
船
し
た
の
は
、
足
の
遅
い
美
山
丸
で
疎
開
者
の
乗
客
は
二
〇
〇
人
余
り
と
い
わ
れ
て
い
た
。
出
港
と
同
時
に
救
命
胴
衣
が
配
ら
れ
、
殆
ど
の
乗
客
が
万
一
に
備
え
こ
れ
を
着
用
し
て
い
た
」と
証
言
す
る
。
山
里
は「
私
た
ち
が
乗
っ
た
場
所
は
、
後
ろ
の
船
倉
の
方
で
、
蚕
棚
の
よ
う
に
小
さ
く
区
切
ら
れ
て
い
た
。
一
区
画
ご
と
に
一
家
族
ず
つ
割
り
当
て
ら
れ
て
い
た
。
い
つ
攻
撃
を
受
け
る
か
わ
か
ら
な
い
先
行
き
不
安
で
、
な
か
な
か
寝
つ
か
れ
な
か
っ
た
」
と
記
す
。
こ
の
よ
う
に
、
救
命
胴
衣
を
着
用
し
て
い
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
と
の
証
言
や
、
船
内
で
寝
つ
け
な
か
っ
た
と
の
証
言
か
ら
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
感
の
な
か
で
引
揚
船
に
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き
る
。
美
山
丸
は
、
パ
ラ
オ
を
出
港
し
た
翌
一
四
日
に
米
軍
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
。
一
三
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
山
里
は
「
十
四
日
の
朝
六
時
ご
ろ
、
ド
カ
ー
ン
と
い
う
轟
音
に
目
が
覚
め
た
。
周
囲
を
見
ま
わ
す
と
船
倉
の
中
は
水
浸
し
で
、
婦
女
子
の
泣
き
叫
ぶ
声
、
助
け
を
呼
ぶ
声
、
右
往
左
往
す
る
人
た
ち
で
大
混
乱
」
し
、「
魚
雷
は
船
尾
の
水
槽
近
く
に
命
中
し
た
。
幸
い
私
た
ち
家
族
は
、
い
ち
早
く
か
け
つ
け
て
く
れ
た
駆
潜
艇
に
助
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
僚
船
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
収
容
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
乗
り
移
っ
て
間
も
な
く
、
美
山
丸
は
沈
没
し
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
証
言
か
ら
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
と
の
不
安
感
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
美
山
丸
の
船
内
で
は
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
津
波
古
は
次
の
よ
う
に
証
言
す
る
。
翌
五
月
十
四
日
明
け
方
、
私
達
の
乗
っ
た
美
山
丸
は
、
パ
ラ
オ
西
地
方
で
米
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
を
う
け
、
船
の
中
央
よ
り
や
や
後
方
の
右
舷
側
に
命
中
し
、
ド
カ
ー
ン
と
凄
ま
じ
い
音
と
と
も
に
船
は
揺
ぐ
、
同
時
に
し
ぶ
き
が
高
く
舞
い
上
が
る
。
殆
ど
の
乗
客
は
、
デ
ッ
キ
に
い
た
の
で
、
し
ぶ
き
で
ず
ぶ
濡
れ
に
な
る
。
し
ぶ
き
の
流
れ
で
転
倒
し
た
こ
ど
も
達
や
、
ま
た
、
魚
雷
の
衝
撃
で
柱
等
が
倒
壊
し
怪
我
人
も
で
た
。
船
が
撃
た
れ
た
。
デ
ッ
キ
は
、
右
往
左
往
の
大
騒
ぎ
で
大
混
乱
。
船
は
除
〔
マ
マ
〕
々
に
傾
く
、
無
我
夢
中
で
わ
れ
先
に
と
海
へ
飛
び
込
む
。
飛
び
込
む
こ
と
の
で
き
な
い
子
ど
も
は
、
親
が
持
参
し
た
命
綱
で
吊
し
海
へ
、
海
で
は
男
の
方
が
受
け
人
と
し
て
救
助
に
当
た
っ
て
い
た
。
そ
の
後
親
が
飛
び
込
む
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
な
か
に
は
、
他
人
の
子
ど
も
を
抱
え
海
に
飛
び
込
み
救
助
さ
れ
て
か
ら
、
我
が
子
で
な
い
こ
と
を
知
り
、
泣
き
叫
ぶ
母
親
も
い
た
。
ま
た
、
私
達
が
海
に
飛
び
込
む
寸
前
ま
で
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
幼
児
を
み
そ
桶
に
入
れ
デ
ッ
キ
に
置
か
れ
て
い
た
が
、
無
事
救
出
さ
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
大
変
気
が
か
り
で
あ
っ
た
。
や
が
て
船
は
沈
没
し
た
。
海
に
飛
び
込
ん
だ
人
も
救
助
を
求
め
懸
命
だ
っ
た
。
生
存
者
は
、
護
衛
船
に
よ
り
救
助
さ
れ
た
。（
中
略
―
引
用
者
）
救
助
さ
れ
た
者
は
、
み
ん
な
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
移
さ
れ
た
が
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
あ
る
。
あ
ま
り
の
恐
怖
に
乗
り
移
っ
て
も
震
え
怯
え
て
い
た
。
こ
の
証
言
か
ら
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
美
山
丸
の
船
内
は
、
他
人
の
子
供
と
自
分
の
子
供
を
間
違
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
混
乱
と
な
り
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
て
船
内
か
ら
海
に
飛
び
込
ん
で
救
助
を
求
め
る
人
々
や
、
子
供
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
海
中
で
救
助
活
動
を
す
る
人
々
が
い
た
こ
と
が
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
船
内
は
、
ま
さ
に
戦
場
と
い
う
極
限
状
態
の
な
か
に
あ
っ
た
）
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そ
の
後
、
救
助
さ
れ
た
人
々
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
乗
り
移
っ
た
。
そ
の
後
に
つ
い
て
山
里
は
「
僚
船
を
失
い
、
一
隻
に
な
っ
た
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
は
遭
難
者
を
収
容
し
、
三
隻
の
駆
潜
艇
に
守
ら
れ
て
セ
ブ
島
に
向
か
っ
た
」
と
い
う
。
ま
た
「
水
葬
は
十
四
日
の
夕
方
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
の
甲
板
上
で
行
わ
れ
た
。
私
た
ち
も
参
列
し
た
。
死
亡
者
は
、
真
っ
白
い
布
に
包
ま
れ
て
、
そ
の
上
に
日
の
丸
の
旗
が
掛
け
ら
れ
」、「
遺
体
は
、
お
も
り
を
つ
け
ら
れ
て
海
中
に
一
体
ず
つ
投
下
さ
れ
て
い
っ
た
。
何
と
も
言
え
な
い
悲
し
い
光
景
で
あ
っ
た
。
参
列
者
は
、
み
ん
な
無
言
の
ま
ま
深
い
悲
し
み
に
じ
っ
と
耐
え
て
い
た
」
と
証
言
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
何
と
も
言
え
な
い
悲
し
い
光
景
」
の
な
か
で
、
米
軍
の
攻
撃
に
よ
る
犠
牲
者
が
追
悼
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
追
悼
の
様
相
は
、
平
時
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
戦
場
と
な
っ
た
後
の
特
有
の
光
景
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
美
山
丸
か
ら
脱
出
し
て
救
助
さ
れ
た
引
揚
者
は
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
収
容
さ
れ
た
。
そ
の
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
は
翌
一
五
日
に
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
。
津
波
古
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
一
四
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
恐
怖
か
ら
ま
だ
覚
め
ぬ
翌
十
五
日
、
う
す
暗
い
未
明
ま
た
ま
た
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃
に
遭
う
、
デ
ッ
キ
に
い
た
男
性
が
、
魚
雷
だ
と
大
声
で
叫
ぶ
。
ト
イ
レ
に
い
た
私
は
、
そ
の
声
を
聞
き
窓
か
ら
海
を
覗
く
と
、
魚
雷
が
白
波
を
立
て
船
に
向
い
〔
マ
マ
〕て
く
る
。
急
ぎ
ダ
ン
ブ
ル
に
降
り
家
族
に
知
ら
せ
デ
ッ
キ
に
上
る
。
魚
雷
は
船
辺
り
に
直
撃
し
た
。
美
山
丸
よ
り
衝
撃
は
弱
い
、
す
ぐ
脱
出
す
る
準
備
を
す
る
も
、
船
は
停
止
し
た
ま
ま
動
か
ず
、
す
ぐ
に
沈
没
の
気
配
は
な
い
。
そ
の
う
ち
護
衛
船
や
、
近
く
を
運
行
中
の
駆
逐
艦
に
よ
り
全
員
救
助
さ
れ
た
が
、
船
は
運
航
不
能
と
な
り
、
な
か
な
か
沈
没
し
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
軍
の
爆
破
で
沈
没
さ
せ
た
。（
中
略
―
引
用
者
）
二
度
も
敵
の
魚
雷
攻
撃
に
遭
い
危
う
く
命
拾
い
し
た
人
々
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
救
助
さ
れ
て
も
恐
怖
心
で
怯
え
口
も
利
け
な
い
ほ
ど
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
美
山
丸
撃
沈
の
翌
日
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
が
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
、
こ
の
船
団
で
引
き
揚
げ
た
人
々
は
二
度
も
極
限
状
態
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
証
言
に
よ
る
と
、
全
員
が
救
助
さ
れ
た
と
い
う
が
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
の
乗
船
者
の
う
ち
七
名
の
死
亡
者
）
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が
お
り
、
救
助
後
に
息
を
引
き
取
っ
た
人
も
い
た
。
山
里
の
証
言
を
み
て
み
よ
う
。
翌
十
五
日
の
午
前
三
時
頃
、
ま
た
魚
雷
に
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
前
の
美
山
丸
の
こ
と
が
あ
る
の
で
、
船
倉
に
乗
る
の
は
恐
ろ
し
か
っ
た
。
全
員
甲
板
で
救
命
胴
衣
を
つ
け
て
眠
っ
て
い
た
。
私
た
ち
家
族
も
四
女
は
母
に
お
ぶ
さ
れ
て
、
私
と
二
女
と
三
女
が
母
を
囲
む
よ
う
に
、
体
を
寄
せ
合
っ
て
眠
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
強
烈
な
暴
風
が
き
て
、
私
た
ち
は
闇
の
中
に
吹
き
と
ば
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
家
族
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
深
夜
の
暗
い
甲
板
の
上
を
泣
き
叫
ぶ
声
が
と
び
か
い
、
二
度
の
惨
状
に
声
も
出
ず
足
が
ガ
ク
ガ
ク
震
え
て
歩
け
な
か
っ
た
。
母
や
妹
た
ち
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
探
す
気
力
も
な
か
っ
た
。
気
が
つ
い
た
時
に
は
、
駆
潜
艇
に
救
助
さ
れ
て
い
た
。
三
百
ト
ン
位
の
駆
潜
艇
の
中
は
、
救
助
者
で
身
動
き
が
で
き
な
い
ほ
ど
混
み
合
っ
て
い
た
。
人
探
し
な
ど
と
て
も
で
き
な
か
っ
た
。（
中
略
―
引
用
者
）
家
族
四
人
は
、
セ
ブ
島
で
お
互
い
の
無
事
を
知
っ
た
。
母
は
爆
風
に
と
ば
さ
れ
て
、
腰
を
強
く
打
ち
病
院
に
収
容
さ
れ
て
い
た
。
私
一
人
が
無
傷
で
、
妹
の
三
女
と
四
女
は
、
額
や
腕
に
や
け
ど
の
よ
う
な
傷
が
あ
っ
た
。
二
女
の
千
栄
子
は
、
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
数
日
し
て
、
妹
が
頭
に
大
怪
我
を
し
て
、
駆
潜
艇
の
中
で
、
一
人
死
ん
で
い
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
身
内
の
一
人
も
寄
り
添
え
ず
亡
く
な
っ
た
か
と
思
う
と
、
悔
し
く
て
未
だ
に
残
念
で
な
ら
な
い
。
妹
の
最
﹇
最
期
﹈後
を
み
と
っ
た
と
い
う
伊
是
名
さ
ん
と
い
う
方
か
ら
妹
の
様
子
を
聞
か
さ
れ
た
。
母
を
呼
び
な
が
ら
泣
い
て
い
た
こ
と
や
、
そ
ば
の
人
達
が
励
ま
し
て
く
れ
た
が
、
傷
が
深
く
て
助
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
。
と
て
も
辛
か
っ
た
。
こ
の
証
言
の
前
半
か
ら
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
乗
っ
た
引
揚
者
の
な
か
に
は
、
再
び
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
生
命
の
危
険
を
感
じ
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
対
す
る
攻
撃
に
伴
っ
て
、
二
度
の
攻
撃
で
「
声
も
出
ず
足
が
ガ
ク
ガ
ク
震
え
て
歩
け
な
か
っ
た
」
と
証
言
す
る
よ
う
に
、
恐
怖
を
強
く
感
じ
る
と
い
う
極
限
状
態
の
な
か
に
い
た
。
さ
ら
に
、
母
と
二
人
の
妹
に
は
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
二
女
が
死
亡
し
て
し
ま
一
五
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
い
、
二
女
を
看
取
っ
た
人
か
ら
最
期
の
様
子
を
聴
い
て
「
と
て
も
辛
か
っ
た
」
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
に
乗
っ
て
い
た
人
々
は
、
二
度
の
攻
撃
に
よ
っ
て
生
命
の
危
険
を
感
じ
る
と
い
う
極
限
状
態
の
な
か
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
向
か
っ
た
。
戦
時
引
揚
は
、
ま
さ
に
戦
場
と
な
っ
た
海
域
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
津
波
古
貞
子
は
「
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
よ
り
救
助
さ
れ
、
護
衛
船
の
木
造
船
に
乗
り
移
っ
た
。
船
は
、
針
路
を
変
え
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
に
寄
港
し
、
一
時
避
難
で
あ
る
」
と
証
言
す
る
よ
う
に
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
が
撃
沈
さ
れ
た
後
に
、
護
衛
の
木
造
船
で
救
助
さ
れ
た
。
他
方
、
山
里
千
賀
子
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
駆
逐
艇
に
救
助
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
時
避
難
の
た
め
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
に
寄
港
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
美
山
丸
と
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
丸
を
含
む
船
団
は
、
相
次
い
で
米
軍
に
攻
撃
さ
れ
な
が
ら
も
、
航
行
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ
島
や
ル
ソ
ン
島
を
経
由
し
て
到
着
し
た
台
湾
で
、
敗
戦
を
迎
え
た
。
む
す
び
に
か
え
て
戦
時
引
揚
は
、
米
軍
が
制
海
権
を
確
保
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
る
と
い
う
極
限
状
態
の
な
か
で
実
施
さ
れ
た
。
最
後
に
本
論
を
ま
と
め
る
こ
と
で
む
す
び
に
か
え
た
い
。
日
本
軍
に
と
っ
て
の
戦
局
の
悪
化
に
よ
っ
て
、
近
代
日
本
の
支
配
地
域
が
縮
小
し
た
。
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
三
〇
日
開
催
の
御
前
会
議
で
の
「
絶
対
国
防
圏
」
の
設
定
や
、
翌
年
四
月
一
四
日
に
お
け
る
「
南
洋
群
島
戦
時
非
常
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
」
の
閣
議
決
定
と
そ
の
施
行
に
よ
っ
て
、
南
洋
群
島
で
は
、
男
性
は
防
衛
戦
力
と
し
て
南
洋
群
島
に
残
留
さ
せ
ら
れ
る
一
方
で
、
南
洋
群
島
在
住
の
女
性
は
、
食
糧
増
産
や
国
防
資
源
の
開
発
に
従
事
す
る
者
を
除
い
て
、
戦
時
引
揚
の
命
令
・
指
示
に
応
じ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
も
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
南
洋
群
島
か
ら
日
本
本
土
な
ど
に
向
け
た
戦
時
引
揚
が
実
施
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
南
洋
群
島
か
ら
の
人
口
還
流
は
、
敗
戦
を
迎
え
る
以
前
に
お
い
て
既
に
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
と
戦
後
引
揚
と
の
間
に
は
、
引
揚
ル
ー
ト
で
あ
る
海
域
が
戦
場
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
大
き
な
相
違
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
太
平
洋
は
、
主
に
日
本
軍
と
米
軍
と
の
戦
闘
区
域
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
安
全
な
場
所
は
ど
こ
に
も
な
く
、
戦
時
引
揚
者
は
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
恐
怖
心
を
抱
き
、
生
命
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
、
日
本
本
土
な
ど
に
引
き
揚
げ
た
。
ま
さ
に
戦
場
の
な
か
を
船
舶
で
移
動
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
戦
時
引
揚
船
は
海
の
状
況
を
判
断
し
た
う
え
で
出
港
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
出
港
日
時
は
、
前
も
っ
て
確
定
で
き
ず
、
戦
時
引
揚
者
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
平
時
と
は
異
な
る
状
況
を
目
の
当
た
り
に
し
た
戦
時
引
揚
者
の
間
で
は
、
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
張
状
態
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
戦
時
引
揚
船
は
、
当
初
護
衛
艦
な
ど
と
と
も
に
船
団
を
組
ん
だ
が
、
船
舶
の
欠
乏
に
よ
っ
て
漁
船
や
木
造
船
が
戦
時
引
揚
船
に
あ
て
ら
れ
た
。
他
方
、
実
際
に
戦
時
引
揚
船
の
な
か
に
は
、
米
軍
に
よ
っ
て
撃
沈
さ
れ
る
船
舶
も
あ
り
、
戦
時
引
揚
者
一
、七
〇
〇
名
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
妻
子
の
乗
っ
た
戦
時
引
揚
船
が
撃
沈
さ
れ
る
様
相
を
目
の
当
た
り
に
し
た
男
性
は
、
妻
子
が
戦
争
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
生
と
死
と
の
境
界
線
が
何
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ
一
六
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
る
の
か
と
い
う
命
題
が
遺
族
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
ま
た
、
二
度
に
わ
た
っ
て
米
軍
の
攻
撃
を
受
け
た
戦
時
引
揚
船
に
乗
っ
て
救
助
さ
れ
た
女
性
の
証
言
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
戦
時
引
揚
者
は
、
生
命
の
危
険
が
脅
か
さ
れ
る
ほ
ど
の
極
限
状
態
の
な
か
で
、
船
舶
に
乗
っ
て
日
本
本
土
な
ど
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
戦
時
引
揚
は
、
敗
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
か
ら
日
本
本
土
や
沖
縄
へ
の
引
揚
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
今
後
の
自
ら
の
課
題
は
、
冒
頭
で
論
述
し
た
よ
う
に
戦
時
引
揚
後
に
沖
縄
戦
に
巻
き
込
ま
れ
た
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
満
洲
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
戦
後
引
揚
の
実
態
と
の
比
較
検
討
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
１
） 
参
謀
本
部
編
『
杉
山
メ
モ
』
下
巻
、
原
書
房
、
二
〇
〇
五
年
普
及
版
、
四
七
三
頁
。
（
２
） 「
南
洋
群
島
戦
時
非
常
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
ヲ
定
ム
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
聚　
第　
六
十
八
編　
昭
和
十
九
年　
第
七
十
巻　
軍
事
四　
国
家
総
動
員
二
』）。
こ
こ
で
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
四
月
以
降
に
南
洋
群
島
で
構
築
さ
れ
た
体
制
を
「
戦
時
非
常
体
制
」
と
表
現
し
て
い
る
。
（
３
） 
こ
の
数
値
は
、「
南
洋
群
島
在
住
民
疎
開
者
接
収
事
務
報
告
書
そ
の
他
﹇
複
写
資
料
﹈」（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
る
。
な
お
、
戦
時
引
揚
に
関
す
る
統
計
的
検
討
に
つ
い
て
は
、
川
島
淳
「
戦
時
下
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
に
つ
い
て　
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
観
点
か
ら
―
」（『
南
島
文
化
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
（
４
） 
南
洋
群
島
在
住
者
の
戦
争
体
験
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
、
安
仁
屋
政
昭
「
南
洋
移
民
の
戦
争
体
験
」（『
新
沖
縄
文
学
』
第
八
四
号
、
一
九
九
〇
年
）
で
戦
時
引
揚
や
戦
争
体
験
、
収
容
所
生
活
、
戦
後
引
揚
に
関
す
る
実
態
が
明
確
に
さ
れ
た
。
新
垣
安
子
は
、
パ
ラ
オ
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
台
湾
へ
の
引
揚
の
実
態
を
明
確
に
し
た
（
那
覇
市
総
務
部
女
性
室
・
那
覇
女
性
史
編
集
委
員
会
編
『
な
は
・
女
の
あ
し
あ
と　
那
覇
女
性
史
（
近
代
編
）』
ド
メ
ス
出
版
、
一
九
九
八
年
、
二
四
六
頁
〜
二
四
九
頁
）。
（
５
） 
戦
時
引
揚
を
戦
後
引
揚
の
前
史
と
し
て
捉
え
て
、
安
仁
屋
は
「
戦
後
沖
縄
に
お
け
る
海
外
引
き
揚
げ
」（『
史
料
編
集
室
紀
要
』第
二
一
号
、一
九
九
六
年
）
で
、
戦
時
引
揚
に
関
す
る
実
態
分
析
を
行
っ
た
。
今
泉
裕
美
子
は
「
南
洋
群
島
引
揚
げ
者
の
団
体
形
成
と
そ
の
活
動
―
日
本
の
敗
戦
直
後
を
中
心
と
し
て
―
」（『
史
料
編
集
室
紀
要
』
第
三
五
号
、
二
〇
〇
五
年
）
に
お
い
て
、
戦
時
・
戦
後
の
引
揚
者
団
体
の
活
動
に
着
目
す
る
と
同
時
に
、
引
揚
者
自
身
の
抱
え
る
問
題
を
明
確
に
し
た
。
（
６
） 
安
仁
屋
「
移
民
政
策
」（
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
戦
研
究
Ⅰ
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）
で
は
、
戦
前
沖
縄
よ
り
植
民
地
に
移
住
し
て
戦
後
引
き
揚
げ
る
ま
で
の
過
程
の
な
か
で
、
戦
時
引
揚
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
７
） 
前
掲
「
戦
時
下
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、「
近
代
家
族
」
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
っ
て
維
持
・
強
化
さ
れ
た
が
、「
戦
時
非
常
体
制
」の
確
立
に
伴
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
再
編
に
基
づ
い
た
戦
時
引
揚
は「
近
代
家
族
」
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
親
和
性
を
崩
壊
さ
せ
、
南
洋
群
島
在
住
の
家
族
が
分
断
さ
れ
た
あ
り
よ
う
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
（
８
） 
厚
生
省
援
護
局
編
『
引
揚
げ
と
援
護
三
十
年
の
歩
み
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
。
一
七
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て
（
９
） 
例
え
ば
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
昭
和
十
七
年
度　
高
等
警
察　
チ
ュ
ー
ロ
巡
査
駐
在
所
」
と
い
う
簿
冊
に
は
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一
二
月
八
日
付
北
部
支
庁
長
多
田
仁
己
が
テ
ニ
ア
ン
出
張
所
長
に
宛
て
た
「
老
幼
婦
女
子
内
地
引
揚
ニ
関
ス
ル
件
」
の
標
題
に
あ
る
「
内
地
引
揚
」
や
、
翌
年
三
月
一
日
付
で
北
部
支
庁
テ
ニ
ア
ン
出
張
所
長
が
発
し
た
「
人
口
疎
開
ニ
関
ス
ル
件
」
の
な
か
で
「
疎
開
（
内
地
引
揚
）」
と
の
文
言
が
見
ら
れ
る
。
（
10
） 
本
稿
で
引
用
の
証
言
で
も
、「
引
揚
」
と
い
う
も
の
も
い
れ
ば
、「
疎
開
」
と
い
う
も
の
も
い
る
。
（
11
） 
前
掲
「
南
洋
移
民
の
戦
争
体
験
」。
（
12
） 
満
洲
や
朝
鮮
半
島
か
ら
の
引
揚
な
ど
に
関
し
て
は
、
山
本
有
造
編
『「
満
洲
」　
記
憶
と
歴
史
』（
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、二
〇
〇
七
年
）
及
び
蘭
信
三
編
『
帝
国
以
後
の
人
の
移
動
―
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
交
錯
点
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。
（
13
） 
前
掲
「
戦
時
下
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
に
つ
い
て
」。
（
14
） 「
戦
場
」
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
冨
山
一
郎
『
増
補　
戦
場
の
記
憶
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
六
年
）
も
あ
る
。
（
15
） 
前
掲
「
戦
時
下
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
に
つ
い
て
」
や
、
川
島
淳
「
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
と
沖
縄
出
身
女
性
に
つ
い
て
」（『
浦
添
市
文
化
部
紀
要　
よ
の
つ
ぢ
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
五
年
掲
載
予
定
）。
（
16
） 
沖
縄
県
内
自
治
体
史
掲
載
の
証
言
の
資
料
的
性
格
に
関
す
る
筆
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
川
島
淳
「
沖
縄
出
身
南
洋
移
民
の
語
ら
れ
方
・
語
り
方
」
（『
南
島
文
化
研
究
所　
シ
マ
研
究
会
シ
リ
ー
ズ　
N
o
.1
4
5
〜N
o
.1
5
0
』
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
）
を
参
照
の
こ
と
。
　
　
　
筆
者
は
南
洋
群
島
が
日
本
の
植
民
地
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
に
基
づ
い
て
、
沖
縄
か
ら
南
洋
群
島
に
渡
航
し
て
生
活
し
た
人
々
が
近
代
日
本
に
よ
る
南
洋
群
島
統
治
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
様
相
に
つ
い
て
、
一
連
の
論
考
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
（
17
） 
山
内
キ
ヨ
「
ヤ
ッ
プ
引
き
揚
げ
と
沖
縄
戦
」（
糸
満
市
史
編
集
委
員
会
編
『
糸
満
市
史　
資
料
編
７　
戦
時
資
料　
下
巻　
―
戦
災
記
録
・
体
験
談
―
』
糸
満
市
役
所
、
一
九
九
八
年
、
三
五
九
頁
）。
（
18
） 
池
原
松
助
の
証
言
（
具
志
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
具
志
川
市
史　
第
四
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
証
言
編
』
具
志
川
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
二
年
、
七
九
七
頁
）。
（
19
） 
徳
村
光
子
「
戦
時
下
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生
活
」（
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
『
那
覇
市
史　
資
料
篇
第
３
巻
７　
市
民
の
戦
時
・
戦
後
体
験
記
１
（
戦
時
篇
）』
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
、
一
九
八
一
年
、
四
七
頁
〜
四
八
頁
）。
（
20
） 
金
城
春
子
の
証
言
（
具
志
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
具
志
川
市
史　
第
五
巻　
戦
争
編
戦
時
体
験
Ⅰ
』
具
志
川
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
五
年
、
二
一
二
頁
〜
二
一
六
頁
）。
（
21
） 
幸
地
ヤ
ス
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
五
巻　
戦
争
編
戦
時
体
験
Ⅰ
』
六
一
八
頁
〜
六
二
二
頁
）。
（
22
） 
志
慶
真
元
仁
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
五
巻　
戦
争
編
戦
時
体
験
Ⅰ
』
二
〇
頁
〜
二
五
頁
）。
（
23
） 
金
城
ハ
ル
ヨ
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
四
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
証
言
編
』
七
三
一
頁
）。
（
24
） 
上
江
洲
ト
ヨ
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
四
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
一
八
『
南
島
文
化
』
第
三
七
号
証
言
編
』
六
六
七
頁
〜
六
六
八
頁
）。
（
25
） 
照
屋
秀
「
南
洋
か
ら
引
揚
げ
て
沖
縄
戦
に
遭
遇
」（
北
谷
町
史
編
集
事
務
局
編
『
北
谷
町
民
の
戦
時
体
験
記
録
集
（
第
一
集
）　
沖
縄
戦
―
語
て
ぃ
い
か
な
何
時
ぬ
世
ま
で
い
ん
』
北
谷
町
役
場
、
一
九
八
五
年
、
八
八
頁
）。
（
26
） 
仲
本
キ
ク
エ
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
四
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
証
言
編
』
五
五
四
頁
）。
（
27
） 
前
掲
「
戦
時
下
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
に
つ
い
て
」。
（
28
） 
志
慶
真
元
仁
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
四
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
証
言
編
』
六
七
三
頁
）。
（
29
） 
上
江
洲
松
子
の
証
言
（
前
掲
『
具
志
川
市
史　
第
四
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
証
言
編
』
六
三
九
頁
）。
（
30
） 
註
（
22
）
と
同
じ
。
（
31
） 
註
（
29
）
と
同
じ
。
（
32
） 
註
（
21
）
と
同
じ
。
（
33
） 
喜
友
名
ト
ヨ
「
疎
開
先
で
の
娘
の
死
」（
北
谷
町
史
編
集
委
員
会
編
『
北
谷
町
史　
附
巻　
移
民
・
出
稼
ぎ
編
』
北
谷
町
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
六
年
、
六
五
七
頁
）。
（
34
） 
前
掲
「
南
洋
か
ら
引
揚
げ
て
沖
縄
戦
に
遭
遇
」。
（
35
） 
前
掲
「
戦
時
下
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
生
活
」。
（
36
） 
前
掲
「
ヤ
ッ
プ
引
き
揚
げ
と
沖
縄
戦
」。
（
37
） 
前
掲
「
疎
開
先
で
の
娘
の
死
」。
（
38
） 
城
間
松
助
「
南
洋
群
島
へ
の
出
稼
ぎ
」（
大
里
村
移
民
史
編
集
委
員
会
編
『
大
里
村
史　
移
民
本
編
』
大
里
村
役
場
、
二
〇
〇
三
年
、
五
三
九
頁
）。
（
39
） 
内
原
勇
助
「
赤
城
丸
撃
沈
さ
れ
る
―
妻
も
子
も
海
の
藻
屑
と
な
る
―
」（
渡
嘉
敷
村
史
編
集
委
員
会
編
『
渡
嘉
敷
村
史　
資
料
編
』
渡
嘉
敷
村
役
場
、
一
九
八
七
年
、
三
三
六
頁
〜
三
三
七
頁
）。
（
40
） 
沖
縄
県
生
活
福
祉
部
援
護
課
『
沖
縄
の
援
護
の
あ
ゆ
み　
―
沖
縄
戦
終
結
50
周
年
記
念
』
一
九
九
六
年
、
一
五
三
頁
〜
一
五
四
頁
。
（
41
） 
津
波
古
貞
子
「
命
が
け
の
疎
開
船
」（
玉
城
村
史
編
集
委
員
会
編
『
玉
城
村
史　
第
７
巻
移
民
編
』
玉
城
村
役
場
、
二
〇
〇
五
年
、
五
〇
三
頁
〜
五
〇
四
頁
）。
以
下
、
津
波
古
の
証
言
は
、
こ
れ
に
よ
る
。
（
42
） 
山
里
千
賀
子
「
母
の
半
生
記
」（
那
覇
市
総
務
部
女
性
室
『
な
は
女
性
史
証
言
集
』
第
３
号
、
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年
一
二
頁
〜
一
六
頁
）。
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
母
の
半
生
記
」
と
あ
る
が
、
戦
時
引
揚
に
関
し
て
、
山
里
千
賀
子
自
身
の
体
験
も
示
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
山
里
の
証
言
は
、
こ
れ
に
よ
る
。
（
43
） 
註
（
40
）
と
同
じ
。
財
団
法
人
南
洋
群
島
協
会
『
南
洋
群
島
海
没
者
名
簿
』（
沖
縄
県
立
図
書
館
所
蔵
複
製
版
）
に
よ
れ
ば
、
美
山
丸
の
乗
船
者
の
う
ち
、
死
亡
者
は
二
七
名
で
あ
っ
た
。
（
44
） 
同
右
。
一
九
南
洋
群
島
か
ら
の
戦
時
引
揚
の
実
態
に
つ
い
て

